
（款）　 （項）　5教育総務費 （目）　15教育指導費

◎保健就学事務の経費

【総合計画上の位置づけ】
健やかで心豊かに暮らせるまち
学校教育：子どもたちの豊かな人間性や生きる力をはぐくめる教育が実現しているまち

【事業の目的】
対象

意図

効果

【事業の内容】
(1)

・

【事業費】

主な支出内訳
・

33,830
4,580

520
2,822
5,726
2,097

心臓病検診 受診者（人）     金額
　一次検診 　　小学校 1,393 3,218

　　中学校 962 2,222
計 2,355 5,440

　二次検診 　　小学校 72 129
（負荷心電図等含） 　　中学校 59 157

計 131 286

腎臓病検診 受診者（人）     金額
　一次・二次検診 　　小学校 7,752 1,930
　及び精密検診 　　中学校 2,873 728

計 10,625 2,658

　定期検尿 　　小学校 14 88
　　中学校 14 76

計 28 164

　心臓病検診業務委託料
　歯科保健指導業務委託料
　検診器具滅菌配送業務委託料 1,680

1,538
　飲料水等環境衛生検査手数料 578
　就学時健康診断委託料 1,719

　判定委員会委員等謝礼（腎臓、心臓、結核対策）

1,182

保健事務
　学校医報酬　112人

（単位：千円）

当初予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

学校保健の円滑な実施と成果の確保を図る。

保健事務
児童生徒の健康の確保・増進を図るため、各種検診や保健指導などを実施した。

55教育費

保健事務 【 学務課

　寄生虫検査業務委託料
　腎臓病検診業務委託料

　学校薬剤師報酬　25人

】

59,209 59,209 58,027

市立小・中学校の児童生徒

児童生徒の健康の保持増進のため。



事務事業

№/名　称
事務事業 1127 小学校保健事務

単　　　位 1127 中学校保健事務

主管課 学務課 関連課 市民健康課

分野名 学校教育

目標
（目標値）
人口等の データ区分

データ 人　　　口
世　帯　数

運営資源 決算値

状　　　況 （国　・　県）

（負担金等）

（一般財源）

人員配置数

人 件 費

協　働　の
パートナー

事務事業
運営経費

市民１人当
りの経費

対象者１人
当りの経費

　２０年度事務事業の変更点（新規・廃止・縮小した個別事業）/事業仕分けの視点による妥当性の評価

変更額（千円） 妥当性※

※妥当性の評価

① 必要性なし

② 民間

③ 国・県

④ 現行どおり(鎌倉市)

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 1.4 1.4 1.4

実績値 0.9 0.9

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 100% 100% 100%

実績値 100% 100%

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 年1回 年1回 年1回

実績値 年1回 年1回

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

　　評価　　◎：目標を達成　　○：目標に向かって前進している　　△：横ばい　　×：後退している

　ベンチマーク（県内外自治体や民間団体との比較値）

団体名 横浜市 川崎市 横須賀市 平塚市 鎌倉市 藤沢市 小田原市
糖尿病発症率 0.017 0.034 0.027 0.028 0.040 0.040 0.000
(％表示Ｈ１９） 0.082 0.050 0.104 0.148 0.000 0.092 0.058
上段：小学校
下段：中学校

平成21年度事務事業評価シート

22年度

22年度

年1回

指　　標

22年度 最終年度（23年度）

備　　考

最終年度（　　年度）

1.4

382円 387円 382円

5,734円 5,757円

鎌倉市医師会・鎌倉市歯科
医師会・鎌倉市薬剤師会

鎌倉市医師会・鎌倉市歯科
医師会・鎌倉市薬剤師会

茅ヶ崎市
0.016

0.0910.089

逗子市
0.000

年1回

児童生徒の健康の保持増進を図る

1.4

100%

66,815千円総事業費

58,027千円 57,708千円

58,027千円 57,708千円

最終年度（23年度）

鎌倉市医師会・鎌倉市歯科
医師会・鎌倉市薬剤師会

56,201千円

56,201千円

22年度 最終年度（23年度）

100%

1.0人 1.1人

◎

5,533円

9,403千円

67,430千円 67,999千円

10,291千円

評価

◎

10,614千円
1.1人

・各年4月1日
・対象者数は5月1日児童

生徒＋就学時検診対象者
77,430世帯 76,536世帯 75,611世帯

教総-17 保健事務
□サービス部門

■支　援　部 門

ザイムス
コード及び
個別事業
名

◎

176,484人

評価

評価スコア

評価スコア

12,186人

内部事務処理マニュアル
（定期健康診断の手引
き）の作成・修正

指　　標

12歳児の平均むし歯数
（本）の減少

担当内研修の実施

指　　標

２０年度

事業の変更点・変更理由

指　　標

１９年度 １８年度

175,902人 175,051人

11,859人 11,605人

個別事業名



A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 E:事業完了 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 無

A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 無

担当部名 部長名

Ｂ

・連絡協議、契約の場を利用して、関係機関と個人情報の取り扱いについて、慎重に取り
扱うよう周知しているところであるが、今後とも徹底していくことが必要である。

教育総務部 宮田　茂昭

一次評価（課長評価）

Ｂ

今後の方向性
児童生徒の健康管理は、知育、体育、徳育の根幹をなすものであり、今後も学校保健安全法に基づく各
種検診等を行うことにより、児童生徒の健康の保持増進を図っていく。

学校保健安全法等に則り、児童生徒の検診等を行うことにより、児童生徒の健康状態を把握し、適切な
対応を図っていく必要がある。

課題・問題点

未解決の課
題・問題点

今後の方針
（対応・改善）

創意・工夫・課
題等の改善点
20年度の成果

・児童生徒の個人情報を取り扱うため、管理には十分注意を要する。
・保健業務で密接な関わりをもつ養護教諭との連携・協議が必要である。
・保健事務を円滑に執行するためには、学校医を委嘱している医師会、歯科医師会及び
薬剤師会の連携及び協力体制を強化する必要がある。

（20年度事務事業を実施するうえでの課題・問題点は、どのようなことでしたか）

（課題・問題点についてどのような創意工夫、改善をしましたか。また、どのような成果がありましたか）

（20年度事務事業の取組において対応（解決）できなかったものはどのようなことですか）

・関係機関と個人情報の取り扱いに関し、管理を徹底するよう働きかけた。
・養護教諭の代表と度重なる協議等を実施し保健業務の効率的な運営が図れるよう事務改善に努
めた。
・医師会については、代表理事と就学時健康診断業務等について意見交換等協議を行い業務の見
直しを図った。また、歯科医師会及び薬剤師会とは、代表と協議を重ね、効率的な事務執行に努め
た。

創意・工夫・
課題等改善
状況

（上記対応できなかった課題・問題点について今後どのように対応（改善）していきますか）

平成21年度事務事業評価シート

二次評価（部長評価）

今後の方向性

担当課長氏名： 学務課長　大澤　一則

・個人情報の取扱いについては、今後とも管理を徹底するよう対応していく。
・養護教諭とは、あらゆる機会を捉えて協議や説明等を実施し、効率的な業務運営を図っ
ていく。
・社会環境の変化に伴い学校保健における医師会、歯科医師会及び薬剤師会と緊密な連
携がより必要となってきているため、今後も意見交換等を実施し業務運営を行っていきた
い。


